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４．他空港における航空機騒音の曝露状況 

4.1 大阪国際空港における騒音の状況 

(1) 空港の概要 

大阪国際空港は 1939 年に軍用飛行場として建設され，第二次世界大戦後に米軍に接収

されて伊丹エアベースとなったが，返還後の 1958年に大阪空港として開港し，民間航空の

用途に供されるに至った。1959年に国際線が開設され，大阪国際空港と改称された(以下，

伊丹空港という)。1964 年にジェット旅客機が就航すると一気に騒音問題が深刻化し，夜

間飛行禁止等を求める住民訴訟や空港廃止等を求める調停が行われるなか，住宅防音工事

や移転補償等の周辺環境対策，発着規制や低騒音機導入等の発生源対策などのあらゆる空

港環境対策が進められた。空港移転も 1960年代後半から検討され，泉州沖に新空港が建設

されることになったが，結局，伊丹空港も国内基幹空港として存続することとなった。1994

年，関西国際空港が開港すると，全ての国際線と一部国内線がそちらへ移り，伊丹空港周

辺の騒音曝露は大幅に軽減された。しかしながら立地の利便性等により伊丹空港の発着回

数は次第に増加して以前と同じレベルに戻り，騒音曝露も微増の傾向を示したため，2004

年，国土交通省は騒音対策としてジェット枠の削減と大型機の乗り入れ制限を段階的に進

めることを決定し，2006年 4月以降エンジン 3基以上のジェット機の乗り入れを全面禁止

することとなった。 

伊丹空港の航空写真を図 4.1.1に示す。伊丹空港の敷地面積は 311 ha，滑走路は 1,828mの

Ａ滑走路と 3,000mのＢ滑走路が平行滑走路として整備されている。運用時間は 24時間で

あるが，実際の利用時間は 7時～22時に制限されている(定期便のダイヤ設定は 21時まで)。 

図 4.1.1 伊丹空港の航空写真(出典:国土交通省航空局ホームページ) 
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(2) 航空機の年度別発着回数 

伊丹空港における航空機の発着回数の年度別推移を図 4.1.2に示す。 

(3) 機種別発着割合の年度別推移 

機種別発着割合の推移を図 4.1.3に示す。 

 

図 4.1.3機種別発着割合の年度別推移 
データの出典：大阪国際空港 騒音調査年報，大阪航空局 
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図 4.1.2 伊丹空港における航空機発着回数の年別推移 
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(4)年間 WECPNLの状況 

伊丹空港周辺には航空機騒音の実態を把握するため，図 4.1.4に示す合計 11局の航空機

騒音常時監視局が大阪航空局により設置されている。そのうち離陸側 2ヶ所（久代小学校，

武庫東小学校）と着陸側 1ヶ所（豊南小学校）の監視局における WECPNLの年別推移を図

4.1.5に示す。 

図 4.1.4 航空機騒音常時監視局の配置 

図 4.1.5 伊丹空港周辺における航空機騒音暴露の年別推移 
データの出典：大阪国際空港 騒音調査年報，大阪航空局 
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4.2 福岡空港における騒音の状況 

(1) 空港の概要 

福岡空港は軍用飛行場として建設され，昭和 20 年に滑走路が完成したが，終戦により

昭和 20年に米軍に接収され，米軍管理の板付基地として運営された。昭和 26年には民間

航空の国内線として東京－大阪－福岡の航空路が開設され，昭和 40年に定期国際線として

福岡－釜山の航空路が開設されて西日本の主要空港として米軍管理下で発展してきた。昭

和 45年に運輸省への移管が決まり，昭和 47年に運輸大臣が設置管理する第二種空港とし

て供用が開始された。 

現在は，国内線 25 路線，国際線 25 路線を有し，乗降客数は年間で 1,800 万人を超え，

九州の表玄関の役割を果たしている。滑走路は 2,800m の１本にも関わらず，年間発着回

数は 13.6万回（国内線 12.1万回，国際線 1.5万回）に達し，朝夕は 2分に 1回の割合で離

着陸がある。福岡空港の航空写真を図 4.2.1に示す。 

図 4.2.1 福岡空港の航空写真(出典:国土交通省航空局ホームページ) 
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(2) 航空機の年度別発着回数 

福岡空港における航空機の発着回数の年度別推移を図 4.2.2に示す。 

図 4.2.2福岡空港における航空機発着回数の年別推移 
データの出典：大阪国際空港 騒音調査年報，大阪航空局 
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機種別発着割合の推移を図 4.2.3に示す。 

図 4.2.3機種別発着割合の年度別推移 
データの出典：大阪国際空港 騒音調査年報，大阪航空局 
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(4) 年間 WECPNLの状況 

福岡空港周辺には航空機騒音の実態を把握するため，図 4.2.4 に示す合計 3 局の航空機

騒音常時監視局が大阪航空局により設置されている。そのうち北側 1ヶ所（筥松小学校）

と南側 1ヶ所（仲島公民館）の監視局における WECPNLの年別推移を図 4.2.5に示す。 

図 4.2.4 航空機騒音常時監視局の配置 

 

図 4.2.5  WECPNLの年別推移 
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4.3 富山空港における騒音の状況 

(1) 空港の概要 

富山空港は，富山県の中心を流れる神通川の河川敷に富山県が設置管理した第３種空港

である。富山空港は，1,200mの滑走路を持つ空港として，昭和 38年(1963年)8月 20日に

開港した。開港当時は，プロペラ機だけが就航していが，年々増大する航空需要に対応す

るため，滑走滑走路を 2,000m に延長し，昭和 59 年(1984 年)3 月にジェット化対応として

東京便１日４往復（B737 型機）となった。現在，国内線では東京便（８往復／日），札幌

便（１往復／日），福岡便（１往復／日），沖縄便（週 4往復：季節運航），名古屋便（1往

復／日）※，函館便（1往復／日），国際線ではソウル便（3往復／週），ウラジオストク便

（２往復／週），大連便（４往復／週）の定期便が就航している。 

※：7月～10月までの季節運行である。 

富山空港の航空写真を図 4.3.1 に示す。富山空港では，2,000m の滑走路が整備されてい

て，運用時間は 7:30から 20:30の 13時間である。 

 
図 4.3.1 富山空港の航空写真(出典:国土交通省航空局ホームページ) 
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(2) 航空機の利用客数，取扱貨物量，及び航空機の年度別発着回数 

平成 11年から 15年の富山空港における利用客数，取扱貨物量，及び航空機の着陸回数

の年度別推移を表 4.3.1に示す。 

表 4.3.1 富山空港の利用客数数，取扱貨物量，及び航空機の着陸回数の推移 

(出典:国土交通省航空局ホームページ) 

 

(3) 年間 WECPNLの状況 

富山空港周辺には航空機騒音の実態を把握するため，図 4.3.2 に示す合計 4 局の航空機

騒音常時監視局が富山県により設置されている。各監視局における WECPNLの年間推移を

図 4.3.3に示す。 

 

図 4.3.2 航空機騒音常時監視局の配置 
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図 4.3.3 富山空港周辺における航空機騒音曝露の年間推移。 
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4.4 広島空港における騒音の状況 

(1) 空港の概要 

広島空港は広島県三原市本郷町善入寺にあり，国土交通大臣が設置管理する第二種空港

である。高い標高にあるため気象条件の制約を受けやすい。広島市街地にあった空港(旧広

島空港)がジェット化により手狭になったため，1993年に 2,500mの滑走路を整備して新広

島空港として供用開始した。1994年には旧広島空港の名称変更に伴い広島空港と名称変更

された。また，2001年には滑走路を 2,500mから 3,000mに延長している。現在，国内線で

は東京便（往復／日），成田便（往復／日），札幌便（往復／日），仙台便（往復／日），沖

縄便（往復：季節運航），国際線ではソウル便（往復／週），上海便（往復／週），大連便（往

復／週），台北便（往復／週），グアム便（往復／週），バンコック（往復／週）の定期便が

就航している。 

広島空港の航空写真を図 4.4.1に示す。広島空港では 3,000mの滑走路が整備されてい

て，運用時間は 7:30から 21:30の 14時間である。 

 

図 4.4.1 広島空港の航空写真(出典:国土交通省航空局ホームページ) 
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(2) 航空機の利用客数，取扱貨物量，及び航空機の年度別発着回数 

平成 11年から 15年の広島空港における利用客数，取扱貨物量，及び航空機の着陸回数

の年度別推移を表 4.4.1に示す。 

表 4.4.1 広島空港の利用客数数，取扱貨物量，及び航空機の着陸回数の推移 

(出典:国土交通省航空局ホームページ) 

 

 

(3) 年間 WECPNLの状況 
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図 4.4.2 航空機騒音常時監視局の配置 
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図 4.4.3 広島空港周辺における航空機騒音曝露の年間推移(平成 16年度) 
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